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表紙について

　2020年は新型コロナウィルス流行に伴い激動の1年でした。2021年は表紙の絵
のように仲良く手を取り合い、笑顔あふれる年になるようにと、入院患者様やデ
イケアのメンバー様がそれぞれに素敵な作品を作成してくださいました。作品は
新年を迎えるにあたり、「迎春～自宅に新年を～」をテーマに掲げ、自宅でも自
作の凧の飾りつけができるように凧飾りを作成しました。凧には思い思いのイラ
ストを選び、配置などを工夫しながら集中してトレース作業をしてくださりまし
た。他にも新年に思いをはせながら水墨画で描かれた「富士山」、庭でとれたサ
ツマイモの葉を紙にすりつけ草原を表現した仲良し子丑の貼り絵。この表紙のよ
うに2021年はめでたいことがたくさんある1年になればと思います。

【お知らせ】

　35巻1号から表紙のデザインと〈知っていますか〉が新しくなります。表紙は見
るだけで、中身がひと目で分かるようになります。〈知っていますか〉は臨床や研
究で使える評価方法を紹介するコーナーに！新しい評価方法や役立つ評価を紹介
していきます。新しい〈知っていますか〉に是非ご投稿ください。もちろん、ご自
身で開発された評価もお待ちしています。35巻1号からの新しい大阪作業療法
ジャーナルにご期待ください。
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様々な環境下における「社会」「意味のある作業」を考える

中村　愛子
大阪整肢学院

巻 頭 言

　今回の特集テーマは「刑務所で作業療法士は何ができるか」です。みなさまはこのテーマに対

してどのようなことを考えられるでしょうか。私はまず、刑務所ってどんなところなのだろうか、

その中で作業療法はどのようなことをしているのだろうか、私自身ができることはあるのだろう

かといった疑問が多く出てきました。また普段関わることがない領域に対して純粋に知りたいと

いった興味もありました。

　司法領域に関わる作業療法に関しては、日本作業療法士会でも近年トピックとして注目され、

刑務所を見学する企画や、実際に関わり道を作ってくださっている作業療法士たちの活動報告が

まとめられてきています。

　今回の特集では、足立氏がこれまでの刑務所で作業療法士がどのように関わってきたのか、ま

た刑務所とはどのような環境なのかを詳しく述べてくださっています。実際の刑務所での取り組

みとして、川口氏が個別的作業療法と事例の紹介を、宮口氏がコグトレを活用した作業療法プロ

グラムとそこから見えてきた課題に関して執筆してくださいました。また、野口氏は少年院にお

いて行われている動物介在療法に関するインタビューと、作業療法士として関われる可能性に関

して述べてくださっています。

　2019年に精神科医の宮口浩治氏が執筆され話題となった「ケーキの切れない非行少年たち」で

は、少年院や少年鑑別所に在籍する非行少年の中には様々な理由で「人と話すこと」「勉強」が

苦手と答える子どもたちが多く、その理由として認知機能の弱さや、感情統制の難しさ、自己評

価の不適切さなど発達に偏りがみられる事が挙げられています。このようなケースは刑務所内に

おいても同様の事が言えるのではないでしょうか。このように考えれば、刑務所内において、作

業療法士としてお手伝いできる部分があるのではないかと考えさせられます。

　今回執筆して下さった方々が述べられているように、刑務所・司法領域という特殊な「社会」

やその中での「意味のある作業」を理解し、現場で働いてきた方々との情報共有が大切になって

くると思います。しかし、様々な環境下で、その方の生活を視て、意味のある作業を活かしながら、

その方を取り巻く人も含め「環境を調整」することは作業療法士にとって得意とするところでは

ないでしょうか。私自身、今回の特集を読むことで、そこにおられる方に対して特別に「私自身

ができることはあるのだろうか」といった疑問を持つのではなく、今まで作業療法士として子ど

もたちと関りながら考えてきたこと、取り組んできたことを活かすことができるのではないかと

思えました。

　コロナ渦で、生活、人との関わり方、働き方が少しずつ変化しています。私たちが関わる方の

環境や社会も変わることが考えられる中、より視点を広げ、柔軟に対応していくことが求められ

ていくのではないでしょうか。今回のジャーナルがみなさまの視点を広げる一助となれば幸いです。



大阪作業療法ジャーナルは年2回（1月と7月）発行し
ています。大阪の作業療法士が学術的発表や特集など
を通じ学ぶ雑誌です。大阪府作業療法士会会員（現在
会員数2,500人）や大阪の作業療法学科養成校に配布
され、一般にも販売されています。
広告はモノクロで A4 1ページ 3万円、1/2ページが
2万円となります。
広告を希望される場合は、大阪府作業療法士会事務局
までお願いします。
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